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★BoLINKはビギナーにもエキスパートにも平等にお金のかからないレースを楽しめるように、
R/C Legendとこれらのルールを作りました。

★意図するものは、レースと言うものを最新技術にお金をかけることから、ドライビングやセットア
ップに時間をかけることに戻そうということにあります。

★進角の低いモーターを使いギア比を制限することにより、バッテリーの重要性が低くなりました。
私たちがホビーに求めているレースを創るためにEchoが専用モーターを、パワーズが公認バッ
テリーパック(Powers P-1500)を作りました。

★ビギナーのためには特別クラスを作ることを勧めます。パーツの変更を制限すると良いでしょう。
そうすれば、シャーシのセットアップやドライビングの練習ができます。

★サーキットによっては、ギア比やタイヤコンパウンドを変えることによって速くなります。しかし、
最も重要なことはイコールコンディションで楽しいレースを作り出そうとすることです。ユーザー
も、R/C Legendがカーボンやボールベアリング仕様など高価な車にならないようにしなけれ
ばなりません。
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ルール中に明確に「…しても良い」と書いていないことは全て、してはなら

ない。

シャーシ形状を変えたり、シャーシパーツを加工したりしてはならない。　

パーツを、カーボンなどの高価な素材に変更してはならない。

バッテリープレート上面のどこにレシーバーやアンプを配置しても良い。

ステアリングサーボは、フロントアクセルプレートの上、ロングバッテリー

トレイの下のどちらに取り付けても良い。

ステアリングブロック、アクスル、スプリングに変更を加えてはならない。

フロントエンドを硬めにするため、スプリングにシムをかませてもよい。　

フロントアクセルプレートが割れるのを防ぐため、オプションのフロントキ

ングピンブレース(BL-5240)を取り付けても良い。アクスルが抜けるの

を防ぐためＥクリップの裏側にワッシャーをつけても良い。

サーボがフロントアクスルプレートに取り付けられている場合、必要に応じて

ステアリングロッドを曲げても良い。ステアリングロッドがすべるのを防ぐ

ため、両方のステアリングロッドをダブルロックカラーで固定しても良い。

オリジナルのフロントバンパーがついていなくてはならない。

サーボ内部以外のいかなる個所にもボールベアリングを使用してはならな

い。メタルベアリングにいかなる改造も行ってはならない。

リアアクスルやリアデフにいかなる変更も加えてはならない。セラミックや

カーバイド製のデフボール及びドライブリングを使ってはならない。６４ピ

ッチギアを使用してはならない。オリジナルの48ピッチ81Tスパーギア

(BL5611)を使用しなければならない。軽量リアアクスルを使用してはな

らない。スラストベアリングはデフ内に一つだけ許される。

リアハブに変更を加えてはならない(カスタムパーツに取り替えてはなら

ない)。

純正R/C Legendボディのみ使用できる。ホイール周りの１／４インチの

誤差以外はカットラインの変更をしてはならない。ボディはペイントされて

いなければならず、全てのウィンドウはクリアーまたは切り取られていなけ

ればならない。

ロールオーバーアンテナやスティフワイヤーアンテナを使用してはならな

い。アンテナは、内部にプラスティックのマウントなどを利用して設置して

も良い。

タイヤはオプションのBoLINK社公認のブルー、グリーン、レーステック

製のスペックタイヤオレンジ以外のコンパウンドを使用してはならない。

モーターはオプションのBoLINK社公認のEcho製専用モーター以外は使

用できない。また、スペアブラシも標準のもの以外は使用できない。モー

ターにはいかなる加工もしてはならない。

バッテリーはオプションのBoLINK社公認のパワーズ製P-1500以外は使

用できない。バッテリーはオリジナルポジション、センター下側、に取り付

けられなければならない。

付属の２１Tピニオン(BL5551)と８１Tスパーギア(BL5611)を使わな

ければならない。

オプション：コースのサイズによっては４８ピッチの他のスチールピニオン

ギアに変更しても良い。

レーシングドライバー(BL2701)はオプション。(自由)

バック：通常は認められないが、マーシャルを減らせるためローカルルール

としてあっても良い。ただし、バック機能を義務付けるべきではない。

レース時間：５、６分が望ましい。これなら、ミスやクラッシュしても、追い

つく時間が多少ある。

コースサイズ：Legendはどんなラジコンコースでも走れますが、もしあな

たがコースを作ろうとしているのなら、短めのほうがいいでしょう。そうす

れば、ストレートのトップスピードよりもコーナリングのほうがより重要に

なるでしょう。

ドライバーのクラス

ノービスクラス(ビギナーのみ)：エキスパートクラスにのみ移れる

(もし、常に上位にいる場合)。追加ルールなし。

エキスパートクラス：事前に経験のあるドライバーまたはノービスクラス

から移ってきたドライバー向けクラス。追加ルールなし。

モデファイドクラス：ベアリングや他のモーター、バッテリーなどを使い

たいドライバー向けクラス。このクラスはローカルレース用のオプショ

ンで、BoLINKでは推奨しません。

マスターズクラス：４５歳以上のドライバー向けクラス。

ルールはエキスパートクラスと同じ。

ボディのリアポスト周りを内側からテープ(または、ボディのホイール部分

を切り取った破片)で補強しても良い。

２チャンネルプロポセットおよびスピードコントローラーの価格をメーカー

希望小売価格でそれぞれ¥15,800以下にすること。

ルール中に「・・・しても良い」と書いていないことはしてはならない。ロ
ーカルレースのために、一部のルールを変更しても良いが、車のチェッ
クがより難しくなります。またその場合、「新しい人々をラジコンレー
スに誘い、長く楽しんでもらう」という私たちのコンセプトから離れる
ことになります。BoLINKのR/C Legendはシンプル且つ強固なデザ
インで、一つのレーシングクラスを安価に確立できます。また、チャレ
ンジ性もあり、楽しいレースに最適です。全国統一ルールの適用により、
レーサーはいろいろなコースに簡単に出かけられます。

600 Racing, Inc. からBoLINK R/C Cars, Inc. に、

R/Cカー及びR/CレーシングにおいてのR/C Legendの

車、ボディ、ロゴの独占的使用権が与えられています。 Steve Rule
BoLINK社 代表


